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︱
可
塑
性
に
つ
い
て
の
破
︱

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第㉘㉘回

コラムコラム▼
は
じ
め
に

可
塑
性
に
つ
い
て
の
続
編

を
記
し
た
い
。
可
塑
性
と

は
、
「
現
状
か
ら
の
改
革
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
為

や
所
作
の
ト
レ
ー
ス
バ
ッ
ク

で
は
な
く
、
次
の
進
歩
や
飛

躍
の
た
め
の
履
歴
づ
く
り
」

と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
は
「
新
た
な
エ
フ

ェ
ク
ト
」
と
「
求
め
る
リ
ザ

ル
ト
」
を
も
た
ら
す
。
前
回

の
コ
ラ
ム
で
は
、
ば
ね
の
伸

び
で
そ
れ
を
図
解
し
た
。

近
年
、
政
府
が
唱
え
る
リ

ス
キ
リ
ン
グ
に
関
連
し
て
述

べ
れ
ば
、
「
新
年
を
迎
え
る

個
人
が
、
昨
年
の
自
分
と
は

違
い
、
年
頭
に
、
前
年
か
ら

の
成
果
と
し
て
進
歩
し
た
自

分
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
リ
ス

キ
リ
ン
グ
し
た
存
在
で
あ

り
、
そ
れ
は
可
塑
性
を
身
に

付
け
た
自
分
で
あ
る
」
も
と

い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
個
人
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
や
組
織
に

も
い
え
る
。
こ
こ
で
思
い
出

す
の
は
、
洋
上
風
力
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
の
最
近
の
話
題

で
あ
る
。
入
札
で
勝
ち
取
っ

た
結
果
と
し
て
の
契
約
は
、

一
つ
の
リ
ザ
ル
ト
で
あ
る
。

が
、
数
年
後
に
こ
れ
を
反
故

に
す
る
こ
と
で
、
可
塑
性
を

自
ら
が
帳
消
し
に
し
た
こ
と

と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
企
業

の
弾
性
で
も
な
く
、
上
品
に

述
べ
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で
も

な
く
、
た
だ
の
自
己
都
合
で

あ
っ
た
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
背
景

を
と
ら
え
、
エ
コ
エ
テ
ィ
カ

（
生
圏
倫
理
学
）、
そ
し
て
技

術
連
関
と
い
う
観
点
も
考
え

可
塑
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み

た
い
。

▼
理
念
な
き
企
業
判
断

当
該
の
洋
上
風
力
の
出
来

事
は
、
筆
者
の
居
住
地
の
千

葉
県
で
の
洋
上
風
力
開
発

が
、
最
近
の
物
価
の
高
騰
に

よ
り
建
設
コ
ス
ト
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
コ
ス
ト
が
当
初

の
２
倍
に
上
昇
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
洋
上
風
力
事
業
か

ら
の
撤
退
を
企
業
判
断
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
具
体
的
に
は
三
菱
商
事

の
、
そ
の
撤
退
発
表
を
受

け
、
今
日
の
社
会
（
日
本
の

現
代
社
会
）
は
、
こ
れ
を
受

け
入
れ
た
。
入
札
と
い
う
商

取
引
で
行
わ
れ
た
、
正
式

な
、
し
か
も
秋
田
県
と
千
葉

県
の
独
占
的
な
契
約
は
、
大

俵
の
上
で
身
に
付
け
る
の
は

「
ま
わ
し
」
だ
け
で
あ
る
。

力
士
同
士
の
一
対
一
の
勝
負

と
な
る
。
投
げ
や
押
し
や
引

き
な
ど
の
技
を
掛
け
る
に
も

「
ま
わ
し
」
は
必
要
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
は
む
し
ろ

邪
魔
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

技
は
、
駆
け
引
き
を
含
め
、

そ
の
場
で
判
断
す
る
職
人
技

と
も
い
え
る
。
力
士
に
も
親

方
な
る
指
導
者
は
い
る
が
、

土
俵
の
上
で
は
力
士
は
一
人

で
戦
う
。
裸
で
、
ま
わ
し
１

本
で
の
勝
負
で
あ
る
。
こ
れ

が
伝
統
で
あ
り
、
国
技
と
し

て
、
見
え
る
土
俵
で
の
勝
負

と
な
る
。
力
士
は
、
先
場
所

の
成
績
で
段
位
が
決
ま
り
、

し
か
も
当
該
場
所
の
成
績
に

よ
り
対
戦
相
手
が
決
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
大

相
撲
は
極
め
て
、
公
開
性
が

あ
り
、
公
平
性
が
あ
り
、
長

い
経
験
と
伝
統
と
歴
史
に
よ

っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
勝
負
が
決
ま
る

と
、
高
成
績
者
が
優
勝
と
な

る
。
そ
こ
で
は
、「
心
技

体
」
が
重
視
さ
れ
る
。

▼
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
勝
負

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
、

相
手
の
存
在
す
る
現
場
で
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
や

量
、
客
先
や
世
間
の
評
価
に

よ
り
業
績
が
問
わ
れ
る
。
中

小
事
業
で
は
、
ま
さ
に
一
対

一
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
評

価
や
業
績
は
分
か
り
や
す

い
。
同
時
に
そ
の
責
任
の
所

在
も
、
ま
た
分
か
り
や
す

い
。
し
か
し
巨
大
事
業
と
な

る
と
、
事
業
が
広
範
囲
で
、

複
数
の
関
係
者
、
い
わ
ゆ
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ

り
、
透
明
性
が
薄
く
な
り
、

責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に

な
る
。
明
快
で
明
確
な
の

が
、
外
部
評
価
で
あ
る
株
価

で
あ
り
、
経
営
も
そ
れ
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
菱
商
事
は
世
界
を
現
場

と
し
て
培
っ
て
き
た
。
同
社

は
２
０
２
１
年
の
12
月
に
お

い
て
は
、
高
名
な
自
信
と
期

待
に
溢
れ
た
次
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
げ
て
い
た
。

当
社
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
が
先
行
し
て

進
む
欧
州
市
場
に
お
い
て
、

過
去
10
年
に
亘
り
合
計
７
案

件
、
３
５
０
万
㌗
の
洋
上
風

力
発
電
事
業
に
参
画
し
、
積

極
的
に
人
材
を
送
り
込
み
開

発
か
ら
運
営
ま
で
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
、
同
分
野
に

お
け
る
経
験
・
知
見
の
蓄

積
・
内
製
化
と
、「
洋
上
人

材
」
の
育
成
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
件
で
は

２
０
２
０
年
に
子
会
社
化
し

た
オ
ラ
ン
ダ
の
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
会
社
Ｅ
ｎ
ｅ
ｃ
ｏ

の
人
材
も
応
札
準
備
段
階
か

ら
参
加
し
て
お
り
、
同
社
が

蓄
え
て
き
た
豊
富
な
洋
上
風

力
発
電
事
業
の
知
見
も
最
大

限
活
用
す
る
計
画
で
す
。
ま

た
、
国
の
調
査
デ
ー
タ
に
加

え
、
独
自
の
調
査
や
既
存
文

献
の
精
査
を
経
て
、
海
域
ご

と
に
異
な
る
海
象
条
件
・
気

象
条
件
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
リ

ス
ク
項
目
の
抽
出
・
分
析
を

通
じ
て
事
業
リ
ス
ク
・
不
確

実
性
に
対
す
る
最
適
化
を
図

り
、
長
期
に
亘
る
事
業
の
健

全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
本
件

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

▼
再
掲
／
エ
コ
エ
テ
ィ
カ

＆
技
術
連
関

本
コ
ラ
ム
で
継
続
し
て
述

べ
て
き
た
の
は
タ
イ
ト
ル
に

も
掲
げ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
で
あ

り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は

「
可
塑
性
」
が
必
要
で
あ
る

と
の
視
点
で
あ
る
。

現
代
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
巨
大
化
し
、
科
学
技
術

の
適
用
な
し
に
は
身
動
き
で

き
な
い
時
代
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
も
即
時
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
判
断
に

は
、
集
団
や
組
織
の
利
益
フ

ァ
ー
ス
ト
に
考
え
る
風
潮
が

顕
在
化
し
、
そ
の
行
く
末
に

つ
い
て
は
頭
が
回
ら
な
い
。

科
学
技
術
が
空
気
と
同
様
な

く
て
は
な
ら
な
い
環
境
で
あ

り
、「
技
術
連
関
」
と
呼
ば

れ
る
社
会
と
な
っ
て
い
る
。

人
間
の
活
動
は
際
限
が
な

い
。
Ａ
Ｉ
の
登
場
も
新
し
い

技
術
連
関
で
あ
り
、
そ
の
主

導
は
大
企
業
や
国
家
の
手
中

に
専
有
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

責
任
は
あ
い
ま
い
に
な
る
。

そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

の
が
、
集
団
の
倫
理
学
、

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
実
は
人
間
が

持
続
可
能
で
未
来
を
生
き
る

た
め
の
生
圏
倫
理
学
で
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
、

食
料
の
問
題
、
人
権
の
問

題
。
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
じ
つ
は
、
課
題
は
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
呼
ば
れ

る
。
投
げ
出
す
の
で
は
な

く
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
と
、
そ
の
因
果
の
解
決
に

努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
心
技

体
の
訓
練
は
、
状
況
の
即
時

的
判
断
へ
の
有
効
な
裁
量
を

与
え
る
。
集
団
化
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
裁
量
に
は
、「
エ
コ

エ
テ
ィ
カ
」
が
唱
え
る
集
団

の
倫
理
学
が
必
要
で
あ
る
。

次
回
は
、「
説
明
責
任
」

と
可
塑
性
に
つ
い
て
述
べ
た

い
（
続
く
）。

勝
利
（
ビ
ッ
グ
・
リ
ザ
ル

ト
）
と
称
さ
れ
、
そ
の
後
の

政
治
疑
惑
も
誘
発
し
た
。

が
、
国
家
や
自
治
体
は
、
そ

し
て
社
会
は
、
今
回
、
撤
退

発
表
を
な
か
ば
素
直
に
受
け

入
れ
た
。

洋
上
風
力
発
電
は
本
コ
ラ

ム
で
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
と
し

て
の
貢
献
を
な
す
も
の
と
筆

者
は
と
ら
え
て
い
た
。
事

実
、
そ
れ
は
入
札
契
約
後
の

三
菱
商
事
の
Ｈ
Ｐ
に
も
明
記

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
未
来

に
向
け
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
で
あ
り
、
遅
す
ぎ

た
民
間
事
業
で
あ
る
と
も
み

て
い
た
。
が
し
か
し
、
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
民
間
企
業

（
連
合
）
の
大
勝
利
の
契
約

の
反
故
を
、
現
代
社
会
は
そ

れ
を
承
認
し
た
。
い
ま
の
時

代
の
物
価
の
高
騰
を
仕
方
な

い
こ
と
と
し
て
、
あ
る
面
妥

当
な
判
断
と
し
て
、
社
会
は

そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

な
る
ほ
ど
、
い
ま
は
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
関
税
政

策
な
ど
の
変
様
／
変
容
に
も

戸
惑
う
企
業
環
境
／
状
況
に

あ
る
。
気
候
変
動
や
天
変
地

異
、
さ
ら
に
は
高
齢
化
な

ど
、
こ
れ
も
環
境
／
状
況
変

化
な
ど
に
よ
っ
て
右
往
左
往

し
、
未
来
志
向
に
疎
い
の
が

現
代
社
会
で
あ
る
。

実
は
、
洋
上
風
力
事
業
へ

の
応
札
は
、
す
で
に
海
外
で

の
実
績
も
あ
り
、
日
本
の
未

来
を
牽
引
す
べ
く
と
の
意
志

も
あ
っ
て
の
勝
負
、
そ
し
て

大
勝
利
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
（
関
連
後
述
）。

▼
ス
ポ
ー
ツ
で
の
勝
負
、

大
勝
負

見
方
を
変
え
て
、
サ
ッ
カ

ー
と
プ
ロ
野
球
の
監
督
の
着

衣
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
て

ブ
レ
イ
ク
と
し
た
い
。
サ
ッ

カ
ー
の
監
督
は
背
広
を
着
て

指
揮
を
す
る
。
野
球
の
監
督

は
プ
ロ
野
球
で
も
、
高
校
野

球
で
も
選
手
と
同
じ
よ
う
に

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い

る
。
野
球
の
監
督
は
、
一
球

一
球
に
そ
の
場
で
指
示
を
与

え
る
こ
と
か
ら
、
一
体
感
が

大
事
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

対
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
選
手

は
、
自
己
判
断
で
ボ
ー
ル
蹴

り
追
い
か
け
て
プ
レ
イ
す

る
。
つ
ま
り
選
手
の
力
量
に

任
さ
れ
る
。

い
ず
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

っ
て
も
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
重
要
で
、
実
践
を
目

指
し
て
行
わ
れ
る
。
背
景
に

は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
心
理
学

が
導
入
さ
れ
る
。
水
泳
競
技

で
は
ス
ト
ロ
ー
ク
や
ブ
レ
ス

な
ど
の
泳
法
に
つ
い
て
、
は

た
ま
た
摩
擦
抵
抗
の
低
い
水

着
素
材
に
つ
い
て
、
陸
上
の

１
０
０
㍍
走
や
マ
ラ
ソ
ン
で

も
シ
ュ
ー
ズ
の
素
材
に
つ
い

て
研
究
開
発
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
「
科
学
技
術
」
が

貢
献
し
て
い
る
。

大
相
撲
で
は
、
力
士
が
土

三菱商事ほかによる
「秋田県沖及び千葉県沖における秋田県沖及び千葉県沖における
洋上風力発電事業における国内・洋上風力発電事業における国内・
地域サプライチェーン構築と地域地域サプライチェーン構築と地域
の活性化に繋がる共生策についての活性化に繋がる共生策について」
1.コンソーシアムのお約束：
①国内・地域サプライチェーンの構築
洋上風力発電事業の開発・建設・運営に当たり、新た
な産業・雇用を創出するため、地元の自治体・経済団
体と協調し、元請企業と連携した上で、地元企業・地
元港湾・地元金融機関等の最大活用を目指します。
②地域の活性化に繋がる共生策の実施
洋上風力発電事業と最も近い距離にある関係漁業者に
対する「持続可能な漁業支援体制 の構築」、漁業以外
の産業領域に対する「地域産業の振興と雇用の創出」、
産業領域以外 に対する「住民生活の支援」の3本柱に
より、立地地域全体への貢献を目指します。
2.具体的な取組み
①国内・地域サプライチェーンの構築：
●開発・建設・運営の事業期間全体で国内・地域サプ
ライチェーンを構築し、国産比率の向上を目指します。
●マッチングイベントや人材育成プログラムを継続的
に行い、地元企業との連携を目指します。

https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/news/
release/2022/fi les/0000048758_fi le1.pdf

◆第14回 ふくしま再生可能エネルギー産
業フェア（REIFふくしま2025）
会期：2025年10月16日（木）・17日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：ビッ
グパレットふくしま（福島県郡山市南二
丁目52番地）▷主催：福島県／公益財団
法人福島県産業振興センター▷問合せ・
詳細：https://reif-fukushima.jp/

◆第8回［名古屋］オートモーティブ ワー
ルド -クルマの先端技術展-
会期：2025年10月29日（水）～ 31日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：ポ
ートメッセなごや（愛知県名古屋市港区
金城ふ頭２丁目）▷入場料：無料（事前
登録制）▷主催：RX Japan▷問合せ：【出
展に関して】03-6739-4102 ／【来場に
関 し て 】03-4332-2060▷ 詳 細：htt
ps://www.automotiveworld.jp/nagoya/
ja-jp.html

◆「住まい・建築・不動産の総合展［BREX
関西］2025」
会 期：2025年10月30日(木)・31日(金 ）
10:00 ～ 17:00▷会場：インテックス大
阪1・2号館（大阪府大阪市住之江区南港
北1丁目5）▷入場料：無料（事前登録制）
▷主催：住まい・建築・不動産の総合

展実行委員/問合せ：03-6812-9422▷公
式 ホ ー ム ペ ー ジ：https://www.
housing-biz.jp/kansai/

◆第13回 SMART ENERGY WEEK ～スマー
ト エ ネ ル ギ ー WEEK ～【 関 西 】（構 成
展：PV EXPO【 関 西 】 ～ 第13回[国 際]
太陽光発電展～／ BATTERY JAPAN【関
西】～第12回[国際]二次電池展～／ SM
ART GRID EXPO【関西】～第12回[国際
]スマートグリッド展～）＊他に特別企
画展・同時開催展あり
会期：2025年11月19日（水）～ 21日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：イン
テックス大阪（大阪府大阪市住之江区南
港北1丁目5）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：RX Japan▷問合せ：03-
6739-4119▷ 詳細：https://www.wsew.
jp/osaka/ja-jp.html

●新エネルギー財団　令和7年度 新エネル
ギー人材育成研修会「風力発電コース」
会期：2025年10月10日（金）▷時間：9：
20 ～ 16：40▷開催方式：オンライン

（Zoom）▷参加費（テキスト代・講義資料
代含む、税込）：【一般】3万3,000円／

【新エネルギー財団賛助会員】2万2,000
円▷主催：一般財団法人新エネルギー
財団▷ 問合せ：新エネルギー財団・計
画本部・新エネルギー人材育成研修会

担当03-6810-0362▷詳細・参加申し込
み：https://www.nef.or.jp/semin
ar/2025/20250818.html

●JPEA・自治体向けオープンセミナー
会期：2025年10月27日（月）▷時間：13：
00 ～ 15：15（予定）▷開催方法：オンラ
イン（Zoom）▷参加費：無料（事前登録制）
▷主催：一般社団法人太陽光発電協会

（JPEA）/問合せ：JPEA0570-003-045▷詳
細・参加登録：https://www.jpea.gr.
jp/document/handout/event/20251027s
eminaar/

●JSES設立50周年記念 特別講演会
会期：2025年11月2日（日）▷時間：14：
30 ～ 17：15▷会場：明治大学駿河台キ
ャンパス リバティタワー８階 中教室
1083（東京都千代田区神田駿河台1-1）▷
参加費：無料▷主催：一般社団法人日
本太陽エネルギー学会（JSES）▷問合せ・
詳細：https://www.jses-solar.jp/jse
s50anniversary/program

●全国小水力大会 inさいたま ～全国小水
力利用推進協議会創立20周年記念
会期：2025年11月5日（水）・6日（木）（11
月7日エクスカーション検討中）▷会場：
大宮ソニックシティ（埼玉県さいたま市
大宮区桜木町1丁目7-5）▷主催：全国小
水力発電大会実行委員会／全国小水力
利用推進協議会▷問合せ・詳細：htt

ps://j-water.org/taikai/index.html
●ソーラーウィーク2025

会期・内容・開催方式：2025年11月5日
（水）・6日（木）＝太陽光発電シンポジウ
ム（会場とZoomオンライン）／５日（水）
＝ソーラーウィーク大賞表彰式（会場と
Zoomオンライン）／ 5日＝レセプション

（会場開催）／ 10日（月）～ 12日（水）＝セ
ミナー・ワークショップ（Zoomオンライ
ン配信）▷時間：《シンポジウム》5日
10：00 ～ 15：50 ／ 6日9：30 ～ 16：45 

《表彰式》5日16：30 ～ 17：00 《レセプ
ション》5日17：30 ～ 19：00 《セミナ
ー・ワークショップ》10日9：30 ～ 17：
30 ／ 11日10：00 ～ 17：00 ／ 12日10：
00 ～ 17：30 ＊いずれの開催時間も現
時点では予定▷会場：《シンポジウム・
レセプション・セミナーワークショッ
プとも》野村コンファレンスプラザ日
本橋・三越前６F大ホール（東京都中央
区日本橋室町2丁目4番3号）▷参加費：
無料（事前登録制）▷主催：一般社団法
人太陽光発電協会（JPEA）▷詳細・参加
申し込み・問合せ：https://solarwe
ek.jpea.gr.jp/

●バイオマス熱利用ユーザー協会準備会・
シンポジウム
会期：2025年11月12日（水）▷時間：18：
00 ～ 21：00▷会場：日比谷図書館 ４F

小ホール（東京都千代田区日比谷公園
1-4 ）▷参加費：無料（事前登録制）▷主
催：バイオマス熱利用ユーザー協会／
NPO法人農都会議／バイオマス産業社会
ネットワーク（BIN）/問合せ・参加登録：
https://bbua.or.jp/

●JWEA 第47回風力エネルギー利用シン
ポジウム
会期：2025年11月27日（木）・28日（金）
▷開催日時と内容：【27日】9：30 ～
17：00＝依頼講演Ⅰ・Ⅱ／学会からの
報告／ポスター展示【27日】17：30 ～
19：00＝懇親会【28日】9：00 ～ 17：
00＝一般研究発表／ポスター展示▷開
催方法：会場での対面＋オンライン
(Zoom)▷会場：ビジョンセンター新橋
（東京都千代田区内幸町1-5-2 内幸町平
和ビル）▷参加費：《学会正会員（個人会
員/団体会員)・協賛・後援団体》2万円
／《会員学生・一般学生・個人会員で
70歳以上・特別会員》3,000円／《一
般》2万5,000円／《懇親会》6,000円▷
主催：一般社団法人日本風力エネルギ
ー学会/問合せ：[参加登録・参加費支
払などに関して] 事務局・メイプロジ
ェクト03-6667-0922 ／ [論文・ポスタ
ー投稿に関して]JWEA03-6284-2310

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 11月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


